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冬は感染症に注意！予防対策について 

空気が乾燥する冬に流行する感染症を予防するため、マスクの着用、石鹸を使った手洗

い・うがい、定期的な室内の換気を心がけましょう。 

           

〈冬に流行る感染症〉 

・インフルエンザ            ・マイコプラズマ肺炎 

  発熱(38℃以上)、頭痛、関節痛       発熱、全身倦怠感、頭痛、せき 

  筋肉痛、体のだるさ           潜伏期間：２～３週間 

 潜伏期間：１～３日間 

・ノロウイルスなどの感染性胃腸炎    ・コロナウイルス 

  吐き気、嘔吐、下痢、発熱、腹痛      発熱(37.5℃以上)、鼻水、せき、たん 

 潜伏期間：１～２日間            息苦しさ、味覚や嗅覚の異常 

                      潜伏期間：２～７日間 
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